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北
山
　
円
正

　
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
年
十
月
に
、
白
河
天
皇
が
嵯
峨
野
・
大
井
河
に
行
幸
し
た
時
に
催
し
た
歌
会
に
お
け
る
詠
歌
記
録
の
序
を
注
す

る
。
本
稿
で
は
段
落
の
㈲
の
に
つ
い
て
行
う
。
ま
た
、
こ
の
行
幸
と
和
歌
序
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
　
ゑ
ん
ぐ
ん
ゑ
　
　
　
　
じ
よ
う
　
　
　
　
お
の
お
の
あ
ひ
か
た
　
　
　
　
い
　
　
　
　
　
　
　
え
う
ち
し
う
ぼ
く
　
　
む
か
し
　
し
ゅ
ん
め
　
　
む
ち
　
　
　
　
　
　
や
　
　
と
こ
ろ
な
　
　
　
　
ふ
ん
が
か
ん
ぷ
　
　
あ
き
　
　
か
じ
ん

㈲
　
鵜
群
酔
ひ
に
乗
じ
て
、
各
相
語
り
て
曰
は
く
、
「
瑞
池
周
穆
の
昔
、
駿
馬
に
策
う
ち
て
休
む
所
無
く
、
沿
河
漢
武
の
秋
、
佳
人
を

　
　
た
つ
さ
　
　
　
も
つ
　
　
わ
す
　
　
　
　
　
　
　
あ
た
　
　
　
　
　
あ
に
し
　
　
　
　
　
　
わ
　
　
き
み
　
　
　
　
た
か
　
　
え
ん
ち
や
う
　
き
う
そ
く
　
　
お
　
　
　
　
　
　
お
も
　
　
し
よ
う
ほ
　
　
し
ん
ぎ
　
　
ひ
ら

　
　
携
へ
て
以
て
忘
る
る
こ
と
能
は
ず
。
送
配
か
む
や
我
が
君
の
、
高
く
延
長
の
旧
則
を
追
ひ
て
、
重
く
承
保
の
新
切
を
開
く
に
は
」

　
　
と
い
ふ
。

　
群
臣
が
、
白
河
天
皇
が
旧
例
に
な
ら
い
つ
つ
新
た
な
出
遊
を
始
め
た
こ
と
を
、
古
の
帝
王
の
遊
び
に
勝
る
と
讃
え
て
い
る
。
「
鶴
群
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
宮
廷
の
高
官
、
殿
上
人
。
鵤
驚
に
同
じ
。
『
白
鮫
文
集
』
（
巻
十
六
・
O
㊤
Q
。
①
）
「
黄
石
巌
下
作
」
の
「
士
別
二
鶴
愚
草
↓
深
厚
二
鳥
獣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

群
一
」
は
、
そ
の
例
。
『
拾
芥
抄
』
（
中
本
・
官
位
唐
名
部
）
に
、
「
殿
上
人
　
　
雲
客
、
鴛
驚
」
と
あ
る
。
こ
こ
の
「
轡
型
」
は
、
天
皇
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
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五
二

大
井
河
遊
覧
に
従
う
官
人
た
ち
。

　
○
誰
人
不
レ
感
二
此
手
之
風
流
↓
而
三
二
一
群
一
振
二
鳶
職
一
洋
生
レ
限
（
『
江
吏
壁
画
』
巻
上
、
「
三
月
三
日
、
侍
二
左
相
府
曲
水
宴
↓
同
賦
二

　
　
因
レ
流
汎
ワ
酒
。
応
レ
教
詩
」
序
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
不
等
軍
記
三
島
洞
門
群
之
遊
、
有
二
歌
酒
両
般
之
興
一
ム
矢
（
『
扶
桑
古
文
集
』
、
藤
原
宗
光
「
早
夏
草
鳥
羽
院
ハ
同
福
二
郭
公
声
稀
一
和
歌
」

　
　
序
）

　
○
難
人
投
籔
蝉
声
屡
聞
、
既
出
飛
竜
之
駕
未
レ
帰
（
『
本
朝
続
文
粋
』
蝶
蝿
、
藤
原
敦
光
「
初
冬
遡
江
中
殿
↓
同
賦
三
残
菊
似
二
佳
妓
の
応
レ

　
　
製
詩
」
序
）

「
乗
レ
酔
」
は
、
酔
い
に
ま
か
せ
て
、
酔
っ
た
勢
い
で
。
酒
宴
で
の
酔
い
の
た
め
に
、
こ
の
後
に
述
べ
る
思
い
が
口
を
つ
い
て
出
た
と
言

・
つ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
リ
ョ

　
○
清
心
憐
看
遅
日
暮
、
恨
他
乗
レ
酔
踏
レ
花
還
（
『
言
置
家
集
』
巻
之
下
、
「
暮
春
出
血
尚
書
亭
ハ
同
賦
二
階
レ
庭
花
暴
落
幻
各
一
字
〈
得
レ

　
　
還
〉
」
ノ
ニ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
レ
ニ

　
○
乗
レ
酔
執
「
予
手
一
日
、
元
白
再
生
、
何
以
加
レ
焉
（
『
本
朝
無
粋
』
巻
八
、
紀
長
谷
雄
「
延
喜
以
後
詩
序
」
）

「
各
相
六
日
」
は
、
め
い
め
い
が
語
ら
っ
て
言
う
こ
と
に
は
。
以
下
、
宴
席
に
集
う
人
々
が
話
し
た
内
容
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
う
い
う

形
式
は
、
詩
序
・
和
歌
序
の
終
盤
に
見
え
る
常
套
表
現
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　

　
○
各
相
語
日
、
琴
画
品
レ
井
、
光
陽
易
レ
過
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
雲
、
菅
原
文
時
「
北
堂
文
選
寛
宴
、
壮
盛
レ
句
、
得
三
遠
念
一
賢
士
風
一
」

　
　
詩
序
）

　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
　
　
　
じ
　
コ

　
○
杖
レ
酔
乗
レ
興
、
各
相
語
日
（
『
本
朝
小
序
集
』
、
藤
原
広
業
「
早
春
陪
二
長
秋
笹
戸
和
歌
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク
ル
ニ
　
　
　
　
　
こ
　
つ

　
○
及
二
干
彼
尭
樽
酔
閾
、
燕
席
漏
丈
（
各
相
語
日
（
『
扶
桑
古
文
集
』
、
藤
原
サ
通
「
初
冬
於
二
鳥
羽
院
↓
同
歯
三
松
契
二
退
年
・
和
歌
」
序
）

「
瑠
池
」
は
、
毘
七
山
に
あ
る
と
い
う
池
。
周
の
聖
王
が
仙
女
西
王
母
と
会
し
た
場
所
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
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○
周
穆
天
子
、
膓
西
王
母
干
墨
池
之
上
適
西
王
母
為
・
・
天
子
一
目
日
、
白
雲
在
レ
天
、
山
陵
自
出
、
道
里
悠
遠
、
山
川
間
レ
之
、
将
子
無
レ

　
　
　
コ
ヒ
ネ
ガ
フ

　
　
死
、
尚
二
能
復
来
「
（
『
芸
文
類
聚
』
巻
四
十
三
・
歌
）

　
　
の
　
　
の

　
○
瑞
池
西
赴
二
王
母
宴
↓
七
廟
経
レ
年
不
二
親
署
（
『
白
雲
文
集
』
二
四
・
O
H
α
O
、
「
八
鋳
型
」
）

　
○
不
レ
可
三
必
　
二
塁
池
ハ
不
レ
二
三
必
臨
二
梓
沢
一
（
『
菅
家
文
草
』
巻
一
、
「
八
月
十
五
夜
、
厳
島
尚
書
、
授
二
二
漢
書
一
畢
。
各
詠
レ
史
、
得
二

　
　
黄
憲
己
詩
序
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
九
）

「
周
穆
」
は
、
周
の
国
の
穆
王
。

　
○
想
＝
厨
移
之
済
レ
師
、
駆
二
八
駿
於
慰
懸
　
（
『
文
選
』
巻
十
二
、
郭
景
純
「
江
賦
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　

　
○
梁
元
之
昔
遊
、
二
王
今
月
漸
落
、
周
穆
之
新
会
、
西
母
之
雲
欲
レ
帰
（
『
本
朝
文
選
』
巻
十
一
、
菅
原
文
時
「
仲
春
内
宴
、
侍
二
仁
寿

　
　
殿
↓
同
賦
三
鳥
声
韻
二
管
絃
っ
応
レ
製
」
詩
序
。
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
帝
王
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
禅
閤
詣
二
高
野
一
給
云
々
。
…
…
還
向
之
次
、
詣
二
粉
川
の
又
眺
・
望
不
木
阿
気
（
吹
上
）
・
和
加
年
（
和
歌
浦
）
一
云
々
。
法
二
周
下
之

　
　
昔
一
歎
（
『
台
記
』
康
治
三
く
一
一
四
四
V
年
二
月
十
三
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ツ

「
策
」
は
、
馬
を
む
ち
で
打
っ
て
走
ら
せ
る
、
鞭
打
つ
。
『
新
撰
字
鏡
』
（
巻
八
）
に
は
、
「
打
也
、
馬
樋
也
」
、
『
類
聚
名
義
抄
』
（
僧
上
）

に
は
「
ム
チ
ウ
ツ
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

　
○
駆
レ
車
策
二
鷺
馬
↓
遊
二
戯
宛
与
p
洛
（
『
文
選
』
巻
二
十
九
、
「
古
詩
一
十
九
首
」
ノ
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
古
人
達
二
機
兆
↓
策
レ
馬
遊
二
近
関
一
（
同
巻
二
十
三
、
欧
陽
堅
石
「
臨
終
詩
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

「
駿
馬
」
は
、
足
の
速
い
馬
。
白
居
易
「
八
素
図
」
の
「
穆
王
八
駿
天
馬
駒
」
「
八
二
駒
来
周
室
壊
」
が
こ
れ
に
当
た
る
。
「
八
駿
図
」
に

よ
れ
ば
、
穆
王
が
「
八
二
」
を
駆
っ
て
向
か
っ
た
先
の
一
つ
に
、
「
瑞
池
西
二
二
王
母
聖
心
つ
ま
り
「
瑞
池
」
の
西
王
母
の
宴
が
あ
る
。

和
歌
序
の
「
瑠
池
周
穆
之
昔
、
策
二
駿
馬
一
無
レ
所
レ
休
」
は
、
「
八
面
図
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　
　
　
　
カ
フ
ハ
　
ロ
　
の

　
○
燕
君
市
二
駿
馬
之
骨
↓
非
レ
欲
三
男
騎
二
道
里
一
（
『
文
選
』
巻
四
十
↓
、
孔
文
挙
「
三
盛
孝
章
一
書
」
）

五
三
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五
四

　
　
ム
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
○
周
穆
王
之
会
心
霊
山
一
也
、
緑
耳
之
駿
馬
、
唯
有
レ
八
白
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
二
、
藤
原
敦
光
「
太
上
皇
高
野
御
宝
供
養
」
願
文
）

「
無
レ
所
レ
休
」
は
、
聖
王
が
「
駿
馬
」
に
乗
っ
て
天
下
の
す
み
ず
み
ま
で
出
か
け
た
の
で
、
「
駿
馬
」
は
休
む
時
が
な
か
っ
た
こ
と
を
言

う
。
こ
れ
も
「
八
駿
図
」
に
基
づ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム

　
〇
四
荒
八
極
踏
欲
レ
遍
、
三
十
二
蹄
無
二
欺
時
一
（
コ
ニ
十
二
蹄
」
は
、
「
八
十
」
八
頭
の
駿
馬
の
こ
と
）

「
瑠
池
周
西
之
昔
、
策
二
駿
馬
一
管
無
レ
所
レ
休
」
は
、
白
居
易
の
「
八
駿
図
」
を
踏
ま
え
て
、
駿
馬
を
手
に
入
れ
た
た
め
に
政
治
を
疎
か
に

し
た
周
の
穆
王
の
事
蹟
を
記
し
て
い
る
。
「
三
池
」
で
の
西
王
母
と
の
遊
び
は
、
聖
王
の
「
秩
遊
」
（
「
益
虫
図
」
の
詩
題
注
に
、
「
戒
二
三

　
　
　
　
　
　
　

物
一
三
二
造
面
一
也
」
と
あ
る
）
の
一
つ
と
し
て
「
八
百
図
」
に
引
い
て
お
り
、
皇
帝
自
ら
が
戒
め
る
べ
き
行
為
の
例
な
の
で
あ
る
。
ま

た
、
「
八
駿
図
」
以
前
で
は
、
『
列
子
』
（
周
二
王
）
に
、
「
八
駿
之
乗
」
で
「
馳
二
駆
千
里
」
し
て
、
「
単
二
毘
嵜
之
丘
一
」
り
、
「
遂
賓
二
干

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
　
ァ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
キ
マ
フ
ル
コ
ト
ヲ
セ

西
王
母
↓
膓
二
紐
革
池
之
上
↓
西
王
母
為
レ
王
謡
、
王
和
之
」
し
た
と
い
う
。
そ
し
て
王
は
、
「
黒
蜜
予
一
人
、
下
下
盈
二
無
徳
一
軍
譜
中

払
楽
N
後
世
其
追
二
数
吾
過
一
乎
」
と
、
自
ら
の
放
恣
を
歎
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
序
の
作
者
源
師
房
は
、
こ
の
後
「
山
豆
如
二
三

君
己
と
、
白
河
天
皇
の
こ
の
た
び
の
出
遊
に
は
及
ば
な
い
と
述
べ
て
い
る
の
で
、
こ
の
二
句
を
好
ま
し
く
な
い
遊
び
と
解
し
て
は
、
天

皇
を
讃
え
る
文
脈
に
は
合
わ
な
い
。
古
の
天
子
の
め
で
た
い
遊
び
と
し
て
、
「
瑞
池
」
に
お
け
る
西
王
母
と
の
会
合
を
挙
げ
た
つ
も
り
な

の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「
八
塚
図
」
を
利
用
し
な
が
ら
、
白
居
易
の
批
判
と
は
逆
の
意
味
に
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
行

幸
の
二
年
後
に
催
し
た
内
裏
歌
合
（
承
暦
二
〈
一
〇
七
八
〉
年
四
月
二
十
八
日
）
の
「
殿
上
記
」
は
、
「
侍
レ
座
者
」
が
語
っ
た
、
「
主
思
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　周
面
之
昔
会
ハ
未
レ
如
昔
遊
之
厳
儀
」
を
引
い
て
い
る
。
笹
生
の
西
王
母
と
の
遊
び
は
こ
の
度
の
歌
合
に
は
及
ば
な
い
と
、
白
河
天
皇

の
催
し
を
褒
め
上
げ
て
い
る
。
聖
王
の
「
昔
会
」
が
良
き
遊
び
で
な
い
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
評
価
は
で
き
な
い
。
「
瑳
池
」
に
お
け
る
西

王
母
と
の
会
合
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
遊
び
な
ら
、
白
河
天
皇
の
行
幸
と
の
比
較
は
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
沿
河
」
は
、
沿
水
。
山
西
省
寧
武
県
か
ら
西
南
に
向
か
い
黄
河
に
注
ぐ
河
。

　
　
　
　
　
　
　
ワ
タ
リ
ド
ド
　
ほ

　
○
浸
二
楼
航
一
分
済
二
溌
河
↓
横
中
流
一
分
揚
－
素
波
一
（
『
文
選
』
巻
四
十
五
、
漢
武
帝
「
秋
風
辞
」
）
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ウ
　
ヂ
　
　

　
○
漢
帝
臨
二
沿
水
↓
周
仙
去
二
洛
浜
一
（
『
李
嬌
百
廿
詠
』
、
「
歌
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
ム

　
○
陰
連
播
岳
巫
日
閣
上
、
色
映
劉
豊
満
水
流
（
『
経
国
集
』
巻
十
三
、
小
野
篁
「
秋
雲
篇
、
示
一
向
舎
郎
　
」
）

先
の
「
瑞
池
」
と
対
を
な
す
例
に
は
次
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

　
○
嫌
二
溌
水
之
糸
遊
ハ
思
二
龍
山
一
而
延
一
千
品
《
狭
二
等
池
之
福
野
↓
衙
二
軍
辰
一
而
命
二
品
臣
一
（
『
本
朝
文
墨
』
巻
十
一
、
大
江
朝
綱
「
重

　
　
陽
日
侍
レ
宴
、
同
賦
三
寒
雁
識
二
秋
天
⑩
応
レ
製
」
詩
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ム

　
○
何
唯
瑠
池
田
レ
詩
、
烏
鳶
二
業
於
春
宵
之
月
ハ
減
水
奏
レ
楽
、
漫
遊
二
迂
秋
風
之
波
一
二
已
哉
（
『
書
影
部
集
』
巻
下
、
「
重
陽
侍
レ
宴
、
同

　
　
賦
三
花
菊
映
二
宮
殿
幻
応
レ
製
詩
」
序
）

「
漢
武
」
は
、
漢
の
武
帝
。

　
　
　
　
　
　
　

　
○
昔
漢
武
為
二
窪
去
病
一
治
レ
第
（
『
文
選
』
巻
三
十
七
、
曹
子
建
「
求
二
士
試
一
表
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
採
二
故
事
於
漢
武
↓
則
赤
本
挿
二
宮
人
血
衣
ハ
累
年
旧
跡
於
魏
文
↓
亦
黄
花
助
二
彰
祖
詔
書
一
（
『
本
朝
源
平
』
二
十
一
、
紀
長
谷
雄
「
九

　
　
日
侍
レ
宴
、
観
レ
賜
二
群
臣
菊
花
⑩
応
レ
製
」
詩
序
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
・
九
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
沿
河
漢
武
之
秋
」
は
、
漢
の
武
帝
が
河
東
に
行
幸
し
、
船
で
沿
水
を
渡
る
な
ど
の
遊
び
を
行
っ
た
こ
と
を
言
う
。
「
秋
風
辞
」
（
『
文
選
』

巻
四
十
五
）
は
、
武
帝
の
こ
の
時
の
、
満
ち
足
り
た
気
持
ち
と
歓
を
尽
く
し
た
後
の
悲
し
み
や
老
い
へ
の
感
慨
を
描
い
て
お
り
、
よ
く
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
れ
て
い
る
。
つ
づ
く
「
携
二
佳
人
一
以
不
レ
能
レ
忘
」
は
、
「
秋
風
辞
」
の
一
句
「
蘭
有
レ
秀
野
菊
有
レ
芳
、
携
二
佳
人
一
分
不
レ
能
レ
忘
」
を
ほ

ぼ
そ
の
ま
ま
引
い
た
も
の
。
「
佳
人
」
は
、
美
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
踏
二
二
遊
騎
一
心
長
瀞
、
折
贈
二
佳
人
一
手
亦
香
（
『
平
氏
文
集
』
巻
五
十
三
・
b
。
。
。
Q
。
Q
。
、
「
憶
二
杭
州
梅
花
↓
賢
宰
二
旧
遊
↓
寄
二
薫
協

　
　
律
掴
」
）

　
　
　
　
　
　

　
0
佳
人
尽
飾
二
於
展
粧
↓
魏
宮
響
動
、
遊
子
猶
行
二
於
残
月
↓
函
谷
鶏
鳴
（
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
・
暁
）

「
溌
河
」
で
の
「
佳
人
」
を
伴
っ
た
遊
び
は
忘
れ
得
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
、
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
賛
辞
を
送
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
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五
六

　
「
山
豆
如
上
我
君
一
」
は
、
あ
の
佳
遊
を
繰
り
広
げ
た
周
の
穆
王
や
漢
の
武
生
も
白
河
天
皇
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
と
、
こ
の
た
び
の
行
幸

を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
「
凶
豆
如
」
は
、
ど
う
し
て
及
ぶ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
と
て
も
匹
敵
な
ど
し
な
い
の
意
。

　
　
　
　
　
　
ハ
カ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
テ

　
○
彼
偏
拠
而
規
レ
小
、
山
豆
如
二
宅
レ
中
而
図
ワ
大
（
『
文
選
』
巻
本
、
張
平
子
「
東
京
賦
」
）

　
　
　
　
　
じ

　
○
山
豆
如
惜
二
半
日
之
残
暉
↓
期
二
千
秋
二
百
面
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
、
源
順
「
九
月
尽
日
、
於
二
仏
性
院
一
陽
レ
秋
」
詩
序
）

「
我
君
」
は
、
帝
王
の
唐
名
。
天
皇
の
こ
と
。
ω
の
「
聖
上
」
に
同
じ
。
「
王
后
」
と
も
記
す
。
『
拾
芥
抄
』
（
中
本
・
官
位
唐
名
部
）
に

は
、
「
帝
王
　
　
天
子
、
皇
帝
、
主
上
、
天
皇
…
…
我
后
…
…
」
と
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　
○
我
君
毎
レ
遇
二
春
日
↓
毎
レ
及
二
花
時
・
（
『
菅
家
福
二
』
巻
五
、
「
春
曇
二
桜
花
④
応
レ
製
」
序
。
『
本
朝
文
書
』
巻
十
）

　
　
　
　
　
　

　
○
我
君
仁
被
二
動
殖
一
徳
合
二
乾
坤
「
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
土
成
「
九
月
九
日
半
レ
宴
、
同
賦
二
菊
開
水
調
香
の
各
分
二
字
の

　
　
応
レ
製
詩
」
序
）

「
延
長
之
旧
則
」
は
、
延
長
四
（
九
二
六
）
年
十
月
十
九
日
に
、
醍
醐
天
皇
が
大
井
河
に
行
幸
し
た
こ
と
を
言
う
（
迫
徹
朗
「
「
小
倉
山
み

ね
の
も
み
ち
葉
」
詠
歌
年
次
考
－
延
喜
七
年
説
を
疑
う
一
」
『
王
朝
文
学
の
考
証
的
研
究
』
所
収
、
参
照
）
。

　
○
天
皇
幸
二
大
井
河
⑩
法
皇
同
幸
（
『
日
本
紀
略
』
）

　
○
天
皇
行
二
幸
大
井
河
適
親
王
卿
相
、
皆
以
相
従
。
太
上
法
皇
、
同
書
御
行
。
雅
明
親
王
供
奉
（
『
扶
桑
略
記
』
）

「
旧
則
」
は
、
い
に
し
え
の
掟
、
決
ま
り
。
こ
こ
で
は
先
例
、
旧
例
の
意
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヤ
マ
ラ

　
○
萬
重
唱
化
、
率
二
由
旧
則
一
（
『
文
選
』
巻
二
十
、
曹
子
建
「
責
レ
躬
詩
」
。
李
善
玉
「
毛
二
日
、
不
レ
葱
不
レ
忘
、
率
二
由
旧
章
己
）

白
河
天
皇
は
醍
醐
天
皇
の
行
幸
を
先
例
と
し
て
、
自
ら
も
催
下
し
た
こ
と
を
師
房
が
述
べ
て
い
る
。
「
承
保
之
新
儀
」
は
、
承
保
三
年
十

月
二
十
四
日
に
お
こ
な
っ
た
こ
の
た
び
の
白
河
天
皇
の
大
井
河
行
幸
。

　
○
行
・
幸
大
井
河
ゆ
御
田
迫
遙
也
。
公
卿
侍
臣
等
、
皆
以
供
奉
。
右
大
臣
源
朝
臣
師
房
、
述
和
歌
毒
刃
出
居
式
部
卿
敦
賢
親
王
、
参
二

　
　
於
御
船
ハ
列
二
大
臣
座
之
上
っ
但
馬
守
源
高
房
、
於
二
桂
河
梅
津
辺
↓
作
二
御
在
処
　
（
『
扶
桑
略
記
』
）
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「
新
儀
」
は
、
新
た
に
威
儀
を
正
し
た
姿
、
装
い
を
新
た
に
し
た
様
子
。
こ
の
行
幸
の
有
様
・
内
容
に
つ
い
て
言
う
。
例
に
は
、
先
に
引

い
た
承
暦
二
年
内
裏
歌
合
の
「
殿
上
記
」
に
見
え
る
「
未
レ
如
．
・
燕
遊
之
新
儀
一
」
の
ほ
か
に
、
次
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
ロ
　
ロ

　
○
鶴
帰
－
旧
里
ハ
丁
令
加
之
詞
可
レ
聞
、
龍
黒
円
新
報
↓
陶
安
公
之
駕
在
レ
眼
（
『
都
氏
文
集
』
巻
五
、
「
神
仙
」
対
策
文
。
『
和
漢
朗
詠
集
』

　
　
巻
下
・
鶴
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
三
）

　
○
吏
彊
記
、
天
暦
四
年
十
月
八
日
〈
九
日
節
停
止
後
、
属
文
徒
憂
愁
寂
然
。
今
有
二
恥
骨
一
心
二
来
月
上
旬
↓
四
三
聞
二
食
残
菊
宴
一
…
…
〉

　
　
（
『
政
事
要
略
』
巻
二
十
四
・
九
日
節
会
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
じ

　
○
禅
僧
詞
客
之
合
レ
契
、
難
レ
見
一
長
元
之
新
儀
↓
山
雲
林
月
之
無
レ
情
、
自
伝
二
康
保
之
故
事
一
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
八
、
菅
原
定
義

　
　
「
暮
春
勧
学
会
、
於
二
随
願
寺
↓
聴
二
法
華
経
の
同
世
代
漸
漸
積
功
徳
ゆ
各
分
一
字
一
葦
」
序
）

周
の
荘
子
と
漢
の
武
帝
の
遊
び
も
、
延
長
四
年
の
先
躍
を
踏
襲
し
、
承
保
三
年
に
到
っ
て
装
い
を
一
新
し
た
、
こ
の
た
び
の
大
井
河
行
幸

の
す
ば
ら
し
さ
に
は
及
ば
な
い
と
、
白
河
天
皇
の
催
し
を
大
い
に
讃
え
て
い
る
。

　
（
現
代
語
訳
）

殿
上
人
ら
が
酔
い
の
ま
ま
、
そ
れ
ぞ
れ
語
る
こ
と
に
は
、
「
瑠
池
で
周
の
仁
王
が
西
王
母
と
遊
ん
だ
昔
、
王
は
駿
馬
に
鞭
打
っ
て
駆

け
回
り
休
む
こ
と
も
な
く
、
溌
墨
で
漢
の
武
帝
が
船
遊
び
を
し
た
秋
、
帝
は
美
人
を
連
れ
て
行
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
だ
っ
た
と

い
う
。
だ
が
、
主
上
の
行
幸
に
及
び
は
し
な
い
、
延
長
の
御
代
の
大
井
河
行
幸
の
先
例
に
の
っ
と
ら
れ
、
承
保
の
御
代
に
新
た
に
こ

の
儀
を
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
は
」
と
。

（7）

し
ん
　
　
ご
と
　
　
も
の
　
か
た
じ
け
　
　
　
　
　
め
い
せ
う
　
　
か
う
ぶ
　
　
　
　
な
ま
じ
ひ
　
　
ひ
く
わ
い
　
　
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
　
　
と
こ
ろ
　
　
　
た
う
じ
　
　
あ
や
な

臣
の
如
き
者
、
恭
な
く
も
明
眸
を
蒙
り
て
、
懇
に
鄙
懐
を
荒
き
い
つ
。
憶
つ
る
所
は
、
当
時
に
采
無
く
、

　
　
つ
ひ
　
　
し
ゅ
は
い
　
こ
こ
ろ
　
と
ら
　
　
　
　
　
　
よ
　
　
　
　
　
　
ま
さ
　
　
ひ
っ
け
ん
　
　
く
わ
　
　
　
こ
こ
ろ
ざ
し
　
　
の
　
　
　
　
そ
　
　
こ
と
ば
　
　
い

と
。
遂
に
酒
盃
の
情
を
蕩
か
す
に
因
り
て
、
正
に
筆
硯
を
課
し
て
志
を
浮
ぶ
。
其
の
詞
に
曰
は
く
、

こ
う
だ
い
　
　
わ
ら
　
　
　
　
の
こ

後
代
に
啖
ひ
を
貼
す
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
m

五
七
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五
八

　
導
師
房
が
序
を
執
筆
す
る
こ
と
へ
の
謙
辞
を
述
べ
て
結
び
と
す
る
。
「
如
レ
臣
者
」
は
、
私
の
よ
う
な
者
。
天
皇
に
上
奏
す
る
表
な
ど
に

よ
く
用
い
る
。
「
臣
」
は
、
君
（
こ
こ
で
は
白
河
天
皇
）
に
対
し
て
へ
り
く
だ
っ
た
姿
勢
・
立
場
を
示
す
語
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
如
レ
臣
者
、
無
レ
芸
無
レ
才
、
非
レ
文
非
レ
武
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
上
、
大
江
朝
朝
「
為
二
清
慎
公
↓
辞
二
右
大
臣
一
叢
二
表
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
如
レ
過
者
、
久
積
二
草
螢
之
耀
↓
漸
老
二
木
雁
耳
偏
一
（
同
巻
十
一
、
大
江
朝
間
「
重
陽
近
侍
レ
宴
、
同
重
三
真
雁
識
二
秋
天
4
応
レ
製
」
詩

　
　
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
如
レ
判
者
、
顧
二
庸
才
一
品
山
膚
、
知
栄
干
李
部
之
員
外
一
（
『
本
朝
続
文
旦
』
巻
十
、
藤
原
国
成
「
九
月
九
日
侍
レ
宴
、
同
論
二
口
開
水

　
　
岸
香
の
各
分
二
↓
字
の
応
レ
製
詩
」
序
）

「
恭
」
は
、
か
た
じ
け
な
い
、
も
っ
た
い
な
い
。
『
象
下
弓
象
名
義
』
（
第
二
）
に
は
、
「
辱
也
」
と
あ
る
。
『
類
聚
名
義
抄
』
（
僧
下
）
に

は
、
「
カ
タ
シ
ケ
ナ
ク
」
の
訓
が
あ
る
。

　
　
　
ヨ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ジ
ハ
ル
ヲ

　
O
恭
籍
二
世
資
ハ
得
レ
参
二
　
繧
冤
…
（
『
文
選
』
巻
四
十
、
沈
休
文
「
奏
二
二
王
源
己
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト
シ
カ
ラ
ム
コ
ト
ヲ

　
○
恭
備
二
下
菜
↓
思
レ
斉
二
　
　
上
聖
一
（
『
性
霊
集
』
巻
十
、
「
暮
秋
賀
二
元
興
僧
正
大
徳
八
十
一
詩
」
序
）

　
　
　
　

　
○
臣
添
非
二
鴻
才
↓
誤
奉
二
鳳
詔
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
、
大
江
朝
綱
「
早
春
侍
坐
内
宴
↓
同
二
三
晴
添
二
草
樹
光
ゆ
応
レ
製
」
詩
序
）

「
明
詔
」
は
、
明
か
な
詔
。
「
明
」
は
こ
こ
で
は
「
詔
」
の
美
称
、
ま
た
は
敬
称
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
リ
テ

　
○
菅
平
之
初
、
明
詔
　
追
二
録
先
賢
↓
欲
レ
封
二
立
干
一
（
『
文
選
』
巻
三
十
八
、
張
士
然
「
為
二
呉
令
講
話
↓
詔
旨
為
二
諸
孫
一
置
中
守
レ
家
人
上

　
　
表
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
の

　
○
春
辞
秋
入
、
聖
君
之
明
詔
（
『
性
霊
集
』
巻
三
、
「
贈
・
伴
按
空
電
章
事
赴
二
陸
三
一
詩
」
序
）

　
　
ス
ナ
ハ
チ
　
　
　
　
　
　
　

　
○
軌
　
応
二
明
詔
↓
弁
論
執
議
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
八
、
小
野
篁
「
令
義
解
序
」
）

「
愁
」
は
、
無
理
矢
理
、
気
が
進
ま
な
い
の
に
勉
め
て
。
『
類
聚
名
義
抄
』
（
華
中
）
に
「
ナ
マ
シ
ヒ
」
の
訓
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
○
悪
非
二
重
席
之
才
↓
愁
染
二
禿
筆
一
頭
記
（
『
本
朝
文
身
』
巻
十
、
大
江
至
言
「
夏
日
侍
二
左
相
府
池
亭
ハ
諸
道
講
論
後
、
同
賦
二
松
声
当
レ
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夏
寒
⑩
応
レ
教
」
詩
序
）

　
○
不
レ
能
班
石
↓
熱
備
天
覧
・
（
藤
原
清
輔
「
続
詞
花
和
歌
集
」
達
文
）

他
の
例
は
、
鈴
木
・
北
山
「
『
続
詞
花
和
歌
集
』
賊
文
注
」
（
「
相
愛
女
子
短
期
大
学
研
究
論
集
」
第
四
十
一
巻
）
参
照
。
「
鄙
懐
」
は
、
い

や
し
い
思
い
、
卑
見
、
自
分
の
考
え
を
謙
遜
し
て
言
う
語
。
和
歌
序
に
記
し
た
我
が
思
い
に
つ
い
て
言
う
。
詩
序
の
末
尾
に
よ
く
用
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　

　
○
去
歳
晃
杭
州
ハ
今
春
領
二
出
産
の
暫
レ
無
二
善
政
↓
柳
谷
二
鄙
懐
↓
兼
寄
二
三
相
公
一
（
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
四
・
b
。
自
刈
詩
題
）

　
　
　
ム
　
　
　
　
ヒ
　
　

　
○
脚
抽
鄙
懐
↓
否
否
二
勝
事
一
（
『
本
朝
文
語
』
巻
九
、
大
江
以
言
「
暮
秋
陪
．
左
相
府
宇
治
別
業
一
即
事
」
詩
序
）

　
　
ム
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
つ
　
　
　
　
　
　

　
○
懇
抽
二
凡
木
之
鄙
懐
↓
恭
記
二
仙
叢
之
勝
概
一
（
『
本
朝
続
文
豪
』
巻
十
、
藤
原
義
忠
「
暮
秋
侍
レ
宴
、
同
二
三
菊
為
二
花
第
一
幻
各
回
二

　
　
字
幻
応
レ
製
詩
」
序
）

師
房
が
序
者
に
な
っ
た
の
は
、
「
公
宴
序
者
、
大
臣
若
大
納
言
中
納
言
也
。
参
議
錐
レ
有
レ
例
、
猶
上
卿
三
役
也
」
（
『
八
雲
御
慶
』
巻
二
・

作
法
部
・
序
者
）
と
、
公
宴
で
は
上
卿
が
勤
め
る
の
が
慣
例
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
書
の
つ
づ
く
「
震
遊
」
に
は
、
「
承
保
三
年
十
月

大
井
行
幸
、
右
大
臣
師
房
（
無
二
上
膓
之
可
ワ
書
、
専
一
歎
）
」
と
あ
っ
て
、
師
房
が
序
を
執
筆
す
る
人
物
と
し
て
相
応
し
か
っ
た
こ
と
を

述
べ
て
い
る
。

　
「
当
時
」
は
、
現
在
、
た
だ
今
。

　
　
　
　
　
　

　
○
当
時
享
二
其
功
利
↓
後
世
頼
二
其
英
声
一
（
『
文
選
』
巻
十
一
、
何
平
叔
「
景
福
殿
賦
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
○
有
識
之
人
、
撰
二
文
書
之
艶
句
↓
詠
二
当
時
之
美
様
一
（
『
新
撰
万
葉
集
』
巻
下
・
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
ム

　
○
凡
一
結
衆
、
当
時
後
代
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
一
、
藤
原
明
衡
「
比
叡
山
不
断
経
縁
起
」
）

「
無
レ
采
」
の
「
采
」
は
、
色
、
彩
り
。
『
新
撰
字
鏡
』
（
七
七
）
に
、
「
色
上
」
と
あ
る
。
ま
た
は
あ
や
（
文
）
。
線
に
同
じ
。
「
采
」
が

「
無
」
い
と
は
、
文
飾
・
文
藻
が
な
い
こ
と
、
文
章
が
拙
劣
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
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源師房「初冬雇従行幸、遊覧大井河。応製和歌」序注（下）

六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ
　
　

　
○
須
下
振
二
鳳
風
之
文
彩
ハ
専
掌
中
鶏
鵡
之
言
詞
上
（
『
朝
野
群
載
』
巻
十
三
、
藤
原
明
衡
「
明
二
城
市
」
策
問
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
ム

　
○
彼
玄
成
者
、
置
土
之
少
子
、
文
彩
過
レ
父
、
慈
明
者
、
荷
氏
十
一
龍
也
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
六
、
藤
原
燈
光
「
請
F
特
蒙
二
天
慈
↓
被
レ

　
　
給
二
学
問
料
於
男
学
生
正
六
位
上
成
光
↓
令
占
継
二
儒
業
一
状
」
）

「
後
代
」
は
、
の
ち
の
代
、
今
よ
り
後
の
時
代
。
対
を
な
す
「
当
時
」
で
引
い
た
、
『
本
朝
続
悪
罵
』
以
外
の
例
に
は
次
が
あ
る
。

　
　
つ
　
　
　

　
○
後
代
迷
二
一
時
之
事
↓
常
以
レ
此
為
二
国
家
之
大
量
一
（
『
文
選
』
巻
九
、
楊
子
雲
「
長
楊
賦
」
）

　
コ
ヒ
ネ
ガ
ハ
ク
ハ
シ
メ
ム
コ
ト
ヲ
　
　
　
　
　
ミ
テ

　
○
庶
　
　
偉
三
　
後
代
之
観
レ
今
、
知
明
時
之
勝
事
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
一
、
紀
長
谷
部
「
九
日
侍
レ
宴
、
観
レ
賜
群
臣
菊
花
適
応
レ

　
　
製
」
詩
序
）

「
貼
レ
喧
」
は
、
笑
い
を
残
す
、
つ
ま
り
笑
わ
れ
る
こ
と
。
「
胎
」
は
、
の
こ
す
、
お
く
る
。
『
類
聚
名
義
抄
』
（
筆
下
本
）
の
訓
に
は
、
「
ノ

コ
ス
、
オ
ク
ル
」
が
あ
る
。
「
喧
」
は
、
嘲
り
わ
ら
う
、
わ
ら
う
。
『
類
聚
名
義
抄
』
（
仏
中
）
の
訓
に
「
ア
サ
ケ
ル
、
ワ
ラ
フ
、
ソ
シ
ル
」

な
ど
が
あ
る
。
序
者
心
房
は
、
こ
の
拙
い
序
が
、
後
世
の
人
々
か
ら
嘲
り
の
笑
い
を
蒙
る
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
。
む
ろ
ん
謙
遜
の
詞
で
あ

り
、
序
で
は
こ
う
い
う
書
き
方
を
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

　
○
吾
亦
不
レ
二
二
忘
嘆
一
坐
、
畏
後
世
之
啖
レ
余
也
（
『
文
選
』
巻
四
十
二
、
曹
電
影
「
与
二
正
徳
祖
一
書
」
。
藩
臣
注
「
恐
二
後
代
笑
F
我

　
　
也
。
啖
笑
也
」
）

　
　
　
　
　
　
　
こ

　
○
謬
言
二
大
概
↓
胎
二
於
将
来
・
（
『
雑
言
奉
和
』
、
紀
長
谷
雄
「
秋
日
陪
二
左
丞
相
城
南
水
石
之
亭
↓
祝
二
蔵
外
史
大
夫
七
旬
之
秋
組
応
レ

　
　
教
」
詩
序
）

　
○
請
記
二
遺
六
時
胎
二
二
単
葉
一
（
『
江
吏
部
集
』
書
中
、
「
仲
春
釈
璽
、
聴
レ
一
二
古
文
孝
経
↓
同
賦
二
言
徳
本
一
」
詩
序
）

　
「
酒
盃
」
は
、
さ
か
ず
き
。

　
○
遊
レ
山
弄
レ
水
携
二
詩
巻
ハ
看
レ
月
面
レ
花
把
・
・
酒
盃
一
（
『
白
氏
文
集
』
巻
五
十
六
・
鵠
。
。
㊤
、
「
憶
二
晦
叔
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

「
蕩
レ
情
」
は
、
心
地
よ
さ
や
誘
惑
な
ど
に
よ
っ
て
緊
張
が
緩
む
こ
と
、
こ
こ
ろ
を
動
か
す
。
『
類
聚
名
義
抄
』
（
僧
上
）
に
、
「
ト
ラ
カ
ス
」
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の
訓
が
あ
る
。
酒
で
気
が
大
き
く
な
っ
た
勢
い
で
、
筆
を
執
っ
た
と
言
い
訳
を
し
て
い
る
。

　
○
由
来
尤
物
不
レ
在
レ
大
、
能
勝
二
君
心
一
則
為
レ
害
（
『
白
下
文
集
』
漫
芸
・
O
呂
O
、
「
八
駿
図
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
○
傾
・
二
盃
一
斗
取
レ
楽
、
当
．
雑
芯
伊
以
院
レ
情
（
『
江
吏
部
集
』
巻
下
、
「
暮
春
於
二
右
大
丞
亭
子
↓
同
賦
三
逢
レ
花
塩
二
一
盃
一
詩
」
序
。
『
本

　
　
朝
文
粋
』
巻
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
サ

　
○
少
者
脂
粉
歌
咲
、
以
皇
紀
人
心
ハ
老
者
担
レ
豊
擁
レ
悼
、
以
為
二
自
任
一
（
『
本
朝
無
粋
』
巻
九
、
大
江
当
言
「
見
二
遊
女
己
詩
序
）

「
筆
硯
」
は
、
筆
と
硯
。
「
課
筆
硯
一
」
は
、
執
筆
す
る
こ
と
、
詩
文
を
著
す
こ
と
。

　
　
　
　
　
つ
　
　
ロ
ド

　
○
吟
来
携
筆
硯
ハ
宿
下
抱
二
裏
門
一
（
『
華
氏
文
集
』
巻
六
十
四
・
。
。
O
Q
。
蔭
、
「
重
修
香
山
寺
一
丁
、
題
二
二
十
二
韻
一
以
紀
レ
之
」
）

　
○
今
寓
二
眺
望
（
以
命
二
筆
硯
一
（
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
、
大
江
以
言
「
暮
春
施
無
畏
寺
眺
望
」
詩
序
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ

「
述
レ
志
」
は
、
心
の
う
ち
を
述
べ
る
。
詩
題
の
例
に
、
梁
の
簡
文
帝
「
被
レ
幽
述
レ
志
詩
」
（
『
全
逆
算
』
巻
二
）
、
大
津
皇
子
「
述
レ
志
」

（『

�
覧
磨
x
）
が
あ
る
（
小
島
憲
之
「
近
江
朝
前
後
の
文
学
　
そ
の
一
」
『
萬
葉
以
前
』
所
収
、
参
照
）
。
軍
配
は
、
行
幸
に
関
わ
っ
た
自

ら
の
思
い
を
歌
序
に
託
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
「
其
詞
日
」
は
、
序
の
末
尾
に
記
し
て
、
以
下
に
詩
や
和
歌
を
引
用
す
る
こ
と
を
示
す
措
辞
。
た
だ
し
、
こ
の
歌
会
の
記
録
は
失
わ
れ

て
お
り
、
和
歌
は
諸
歌
集
に
収
載
す
る
も
の
以
外
は
見
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
○
愁
詠
二
和
歌
（
柳
津
二
馬
飛
適
其
離
日
（
『
江
吏
吐
集
』
巻
中
、
「
暮
秋
澄
二
大
井
河
（
各
自
レ
所
レ
懐
和
歌
序
」
。
『
本
朝
文
粋
』
巻
十
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
ロ
　
　
　

　
○
傍
詠
二
和
謁
ハ
各
区
・
退
諸
刃
其
詞
日
（
『
本
朝
続
文
粋
』
巻
十
、
藤
原
慈
童
「
秋
夜
詠
二
月
照
ワ
松
和
謁
」
序
）

　
（
現
代
語
訳
）

私
の
よ
う
な
者
が
、
も
っ
た
い
な
く
も
ご
下
命
を
い
た
だ
い
て
、
か
ろ
う
じ
て
つ
ま
ら
ぬ
思
い
を
書
き
記
し
た
の
で
あ
る
。
恥
ず
か

し
い
の
は
、
今
に
お
い
て
は
文
章
に
は
七
彩
が
な
く
、
後
世
に
あ
ざ
笑
い
を
残
す
こ
と
だ
。
と
う
と
う
酔
い
心
地
で
気
が
緩
ん
だ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
登
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こ
ろ
で
、
執
筆
を
自
ら
課
し
て
心
の
う
ち
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
歌
に
は
言
う
、

六
二

　
　
（
付
　
説
）

　
こ
の
歌
会
が
開
か
れ
た
大
井
河
行
幸
は
、
『
扶
桑
略
記
』
に
「
行
二
幸
大
井
河
田
御
釜
迫
遙
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
狩
を
中
心
と
し
た
催

し
で
あ
っ
た
。
『
今
鏡
』
（
す
べ
ら
ぎ
の
中
・
も
み
ち
の
み
か
り
）
の
「
大
井
河
に
み
ゆ
き
せ
さ
せ
た
ま
ひ
て
、
嵯
峨
野
に
遊
ば
せ
た
ま

ふ
。
み
狩
な
ん
ど
せ
さ
せ
た
ま
ふ
」
も
、
そ
の
あ
た
り
の
状
況
を
述
べ
て
い
る
。
『
中
外
抄
』
（
下
）
の
「
御
狩
の
行
幸
」
、
『
宝
物
集
』

（
巻
↓
）
「
野
の
行
幸
」
、
『
十
訓
抄
』
（
第
十
）
の
「
野
の
み
ゆ
き
」
も
、
何
が
主
眼
で
あ
っ
た
か
を
伝
え
て
い
る
。
行
幸
に
属
従
し
た
の

は
、
「
公
卿
侍
臣
等
、
皆
以
供
奉
」
（
『
扶
桑
略
記
』
）
と
高
官
や
天
皇
の
側
近
全
員
で
あ
っ
た
と
い
う
。
記
録
な
ど
に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る

姓
名
を
挙
げ
て
お
く
。
『
扶
桑
略
記
』
に
記
す
式
部
卿
七
賢
親
王
、
序
者
の
右
大
臣
源
子
房
以
外
に
は
、
事
前
に
下
見
を
し
た
関
白
左
大

臣
藤
原
師
実
も
そ
の
一
人
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
但
馬
震
源
高
房
、
於
二
桂
河
梅
津
辺
↓
作
二
御
在
処
…
　
」
と
あ
る
。
た
だ
、
高
房
が
供
奉

の
一
員
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
『
助
無
智
秘
結
』
（
大
井
鷹
狩
行
幸
事
）
に
は
従
駕
す
る
人
々
の
衣
裳
を
記
し
て
お
り
、
「
関
白
殿

ア
カ
色
ノ
砲
ナ
リ
」
と
あ
る
。
同
書
に
は
ほ
か
に
も
多
く
の
人
々
の
姓
名
を
記
録
し
て
い
る
の
で
挙
げ
て
お
く
。
「
左
右
近
衛
将
各
二
人

タ
カ
カ
ヒ
タ
リ
。
尋
人
ノ
装
束
水
干
ナ
リ
。
神
妙
也
。
左
近
中
将
公
実
朝
臣
、
右
近
中
将
基
町
ナ
リ
」
と
、
藤
原
公
実
・
藤
原
基
忠
が
鷹

飼
の
任
を
勤
め
て
い
た
。
ま
た
、
「
件
度
供
奉
蔵
人
等
」
と
し
て
、
「
左
衛
門
尉
藤
原
孝
清
、
左
衛
門
尉
平
時
範
、
左
兵
衛
尉
藤
原
家
実
、

大
膳
権
亮
藤
原
惟
信
、
非
蔵
人
式
部
丞
筆
致
綱
、
蔭
孫
高
階
能
遠
、
薄
恥
源
行
実
、
蔵
人
頭
左
近
中
将
源
雅
実
、
蔵
人
障
壁
俊
実
、
左
少

弁
藤
通
俊
」
（
各
人
の
衣
服
に
つ
い
て
の
注
記
は
省
略
）
を
挙
げ
て
い
る
。
『
下
魚
抄
』
（
下
・
野
行
幸
事
）
に
は
、
「
被
レ
講
和
歌
・
之
後
」

に
、
「
召
二
大
内
記
藤
原
成
季
↓
被
レ
仰
二
勧
賞
事
・
」
と
記
し
て
お
り
、
成
季
が
勧
賞
の
任
に
当
た
っ
て
い
る
。

　
楽
人
と
し
て
は
、
船
楽
を
奏
さ
せ
る
た
め
に
、
「
龍
頭
二
大
神
惟
季
」
、
「
鶴
首
」
に
「
井
戸
次
官
秋
宗
」
を
召
し
た
が
、
秋
宗
は
臆
し

て
し
ま
っ
て
川
に
笛
を
落
と
し
た
た
め
に
、
「
武
吉
ト
云
フ
伶
人
」
が
代
わ
り
に
吹
い
た
と
い
う
（
『
教
訓
抄
』
巻
四
・
放
鷹
楽
。
『
十
訓
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た
け
よ
し
イ

抄
』
第
十
。
「
井
戸
」
は
『
演
練
抄
』
に
は
「
井
戸
部
」
と
あ
る
。
「
武
吉
」
は
『
龍
鳴
抄
』
上
に
よ
れ
ば
、
「
た
め
き
よ
」
）
。
舞
人
と
し

て
、
「
光
輝
、
高
季
、
則
季
、
成
兼
、
恒
遠
」
と
「
行
高
」
が
選
ば
れ
て
い
る
。
世
系
不
詳
の
成
兼
、
恒
遠
を
除
け
ば
、
他
は
狛
氏
（
『
教

訓
抄
』
巻
四
・
放
鷹
楽
。
『
十
訓
抄
』
第
十
）
。

　
歌
会
の
記
録
は
、
心
房
の
序
に
続
く
部
分
は
元
来
の
形
で
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
諸
歌
集
に
は
収
載
さ
れ
て
い
る
。
以
下
歌
人
名
と
歌

集
名
を
挙
げ
て
お
く
（
橋
本
不
美
男
『
院
政
期
の
歌
壇
史
研
究
』
第
一
章
「
白
河
院
と
和
歌
」
参
照
）
。
白
河
天
皇
（
『
後
拾
遺
集
』
三
七

九
）
、
藤
原
書
家
・
藤
原
伊
房
（
『
新
勅
撰
集
』
四
七
九
・
四
八
○
）
、
弁
乳
母
・
藤
原
上
房
（
『
続
後
撰
集
』
一
三
四
九
・
一
三
五
七
）
、
大
江

密
議
（
『
蓄
妾
集
』
一
三
三
・
『
続
古
今
集
』
一
八
九
三
）
、
源
経
信
（
『
豊
幡
集
』
一
四
七
・
『
新
千
載
集
』
六
二
三
）
、
藤
原
公
実
・
藤
原
祐

家
・
敦
賢
親
王
（
『
新
拾
遺
集
』
五
四
丁
五
八
七
・
七
〇
九
）
。
「
公
卿
侍
臣
等
、
皆
以
供
奉
」
（
『
扶
桑
略
記
』
）
は
そ
の
と
お
り
の
よ
う
で

あ
り
、
規
模
の
大
き
い
華
や
か
な
催
し
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
白
河
天
皇
の
威
厳
を
内
外
に
知
ら
し
め
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ

う
。　

右
の
和
歌
の
表
現
と
序
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　
　
大
井
河
ふ
る
き
流
れ
を
た
つ
ね
き
て
嵐
の
山
の
紅
葉
を
ぞ
見
る
（
白
河
天
皇
）

　
　
大
井
河
ふ
る
き
み
ゆ
き
の
流
れ
に
て
戸
奈
瀬
の
水
も
け
ふ
ぞ
澄
み
け
る
（
藤
原
俊
家
）

　
　
い
に
し
へ
の
跡
を
た
つ
ね
て
大
井
河
紅
葉
の
御
舟
ふ
な
よ
そ
ひ
せ
り
（
源
経
信
）

　
　
大
井
河
け
ふ
の
み
ゆ
き
に
紅
葉
葉
も
流
れ
久
し
き
み
せ
き
に
ぞ
見
る
（
藤
原
青
々
）

は
、
こ
の
行
幸
が
、
㈲
「
饗
宴
二
延
長
之
旧
則
一
」
、
醍
醐
天
皇
が
延
長
四
年
十
月
に
催
し
た
旧
例
に
な
ら
う
も
の
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と

に
重
な
る
。
ま
た
俊
家
詠
の
「
戸
奈
瀬
の
水
も
け
ふ
ぞ
澄
み
け
る
」
や
、

　
　
大
井
河
け
ふ
の
み
ゆ
き
の
し
る
し
に
や
千
代
に
ひ
と
た
び
澄
み
わ
た
る
ら
ん
（
藤
原
伊
房
）

六
三
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大
井
河
千
代
に
ひ
と
た
び
澄
む
水
の
け
ふ
の
み
ゆ
き
に
あ
ひ
に
け
る
か
な
（
大
江
匡
房
）

　
　
大
井
河
み
か
さ
や
ま
さ
る
亀
山
の
千
代
の
か
げ
見
る
み
ゆ
き
と
思
へ
ば
（
敦
賢
親
王
）

は
、
㈲
「
河
水
一
清
、
満
レ
眼
者
千
秋
之
色
」
と
、
河
の
水
の
澄
む
こ
と
が
聖
人
出
現
の
瑞
祥
と
い
う
、

と
同
じ
で
あ
る
。
内
容
か
ら
す
る
と
、
和
歌
の
主
題
が
、
右
の
二
点
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

六
四

白
河
天
皇
の
御
代
を
寿
ぐ
表
現

　
『
十
訓
抄
』
（
第
十
）
は
、
師
房
が
国
成
（
姓
不
詳
、
師
房
の
師
匠
）
に
こ
の
和
歌
序
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
「
和
歌
序
の
躰
に
あ
ら
ず
、

詩
序
に
似
た
り
」
と
言
わ
れ
、
師
房
は
、
「
怠
れ
詩
序
を
不
レ
可
レ
書
。
我
れ
和
歌
の
才
学
を
此
の
時
書
か
ざ
ら
ん
は
と
思
ひ
て
」
と
答
え

た
と
記
し
て
い
る
（
『
古
事
談
』
巻
一
に
も
、
同
旨
の
説
話
を
載
せ
て
い
る
）
。
国
成
の
意
見
は
、
こ
の
和
歌
序
が
長
文
で
あ
る
こ
と
、
引

用
の
故
事
が
中
国
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
に
拠
る
と
い
う
。
ま
た
師
房
の
主
張
は
、
通
常
詩
序
に
は
殿
舎
社
寺
の
み
に
訓
詞
を
用
い
て
い
る

の
に
対
し
て
、
「
大
井
河
」
「
嵯
峨
野
」
な
ど
と
、
地
名
に
旧
道
を
用
い
た
点
に
あ
る
と
い
う
（
大
曾
根
章
介
「
和
歌
序
小
考
」
『
日
本
漢

文
学
論
集
』
第
一
巻
、
所
収
）
。
序
の
長
い
理
由
は
、
行
幸
の
始
終
や
そ
の
挙
行
に
到
る
経
緯
を
詳
し
く
て
述
べ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

序
は
、
ω
白
河
天
皇
の
意
向
に
始
ま
っ
て
、
㈲
行
程
、
大
井
河
の
風
景
・
舟
遊
の
模
様
、
㈲
㈲
終
わ
り
近
く
の
天
皇
賛
美
、
ω
最
後
に
芳

房
の
序
執
筆
へ
の
言
及
で
締
め
括
っ
て
い
る
。
一
編
の
記
録
と
言
え
よ
う
。
和
歌
序
と
し
て
は
異
例
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
形
態
に

な
っ
た
の
か
は
、
序
末
尾
の
ω
「
正
課
二
筆
硯
一
而
述
レ
志
」
か
ら
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
「
述
レ
志
」
に
よ
く
現
れ
て
い
る
。

こ
の
語
に
師
房
の
思
い
が
託
さ
れ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
吻
「
難
レ
有
一
前
鑑
《
奈
二
荒
楽
一
六
」
と
、
行
幸
が
「
荒
楽
」
に
向
か
う
の

で
は
な
い
か
と
い
う
天
皇
の
危
惧
に
対
し
て
、
師
房
は
、
團
「
請
占
二
行
宮
於
山
辺
↓
礒
－
方
舟
於
河
上
一
」
の
よ
う
に
、
費
用
を
抑
え
た

設
え
に
し
て
ほ
し
い
と
進
言
し
て
、
実
現
に
こ
ぎ
着
け
て
い
る
。
こ
こ
で
行
幸
を
お
こ
な
う
に
当
た
っ
て
、
自
分
が
深
く
関
与
し
て
い
る

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
具
申
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
取
り
入
れ
ら
れ
た
。
㈲
に
は
、
「
車
馬
」
の
経
費
は
節
約
し
、
道
中
で
は
つ

い
で
に
「
二
兎
之
遊
」
を
し
、
天
皇
が
「
瑚
舘
」
「
華
船
」
に
い
る
時
も
、
「
青
苔
」
は
「
綺
席
」
と
な
り
、
「
紅
葉
」
を
「
貝
錦
」
に
見
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立
て
て
、
無
駄
な
費
用
を
省
き
な
が
ら
あ
で
や
か
で
あ
り
、
船
遊
び
に
お
い
て
は
、
楽
の
音
に
「
鹿
鳴
」
が
加
わ
り
、
「
漁
火
」
が
燈
火

の
代
わ
り
と
な
っ
た
と
あ
る
。
終
始
出
費
を
控
え
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
師
房
の
意
見
は
そ
の
ま
ま
反
映
さ
れ
、
そ
の
お
陰
で
天
皇
は

㈲
「
山
水
」
か
ら
祝
福
を
受
け
、
古
に
ま
さ
る
㈲
「
新
玉
」
を
開
い
た
と
臣
下
の
称
賛
を
得
た
。
行
幸
を
実
現
に
導
き
、
「
荒
楽
」
を
回

避
し
て
意
義
あ
る
内
容
に
仕
立
て
た
と
い
う
自
負
が
、
序
に
現
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
朝
廷
の
重
臣
が
、
序
を
執
筆
す
る
栄
誉
だ
け
で

は
な
く
、
行
幸
の
あ
り
方
を
示
し
、
そ
れ
が
実
現
し
た
誇
り
を
、
盛
り
込
ん
で
い
る
と
解
し
て
も
よ
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
う
い
つ

た
事
情
が
、
序
を
異
例
な
長
さ
に
し
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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